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中 央 会

「
変
革
の
時
代
！ 

連
携
と
革
新
で

　
　
　
　
　

新
た
な
事
業
価
値
の
創
造
」

と　
　

き

〜
地
域
産
業
の
持
続
的
な
成
長
発
展
を
推
進
〜

令
和
６
年
度
中
央
会
事
業
計
画
大
綱
概
要

　

本
会
は
３
月
13
日
、
米
子
市
「
米
子
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」に
て
臨
時
総
会

を
開
催
。
令
和
６
年
度
事
業
計
画
大
綱
・

収
支
予
算
案
等
の
各
議
案
が
審
議
・
承
認

さ
れ
、
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
事
業
計
画
大
綱

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書（
案
）、
会
費
及

び
役
員
負
担
金
の
賦
課
・
徴
収
方
法
、共
済

事
業
特
別
会
計
事
業
計
画
書（
案
）並
び
に

収
支
予
算
書（
案
）、
会
館
建
設
に
係
る
基

本
財
産
特
別
会
計
事
業
計
画（
案
）並
び
に

収
支
予
算
書（
案
）、会
館
建
設
協
力
金
、常

勤
役
員
報
酬
、
取
引
金
融
機
関
決
定
、
商

工
中
金
政
府
保
有
株
式
購
入
の
８
議
案
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
の
３
ヵ
年
計
画
と
し

て
、
支
援
活
動
の
重
点
テ
ー
マ
を
『
変
革

の
時
代
！
連
携
と
革
新
で
新
た
な
事
業
価

値
の
創
造
』
と
定
め
る
中
、
３
ヵ
年
の
最

終
と
な
る
本
年
度
は
、
組
合
等
連
携
組
織

の
設
立
は
も
と
よ
り
、
既
存
組
合
の
活
性

化
を
全
力
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
会

館
建
設
に
伴
い
昨
年
９
月
に
鳥
取
県
と
締

結
し
た
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
県
内
中
小

企
業
の
支
援
強
化
や
脱
炭
素
化
の
推
進
も

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
経
営
力
強
化
支
援

で
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
事
業
再
構
築
や
経
営

革
新
、
組
合
等
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
や
働
き

方
改
革
の
推
進
、
も
の
づ
く
り
等
に
よ
る

新
事
業
展
開
や
生
産
性
向
上
の
ほ
か
、
国

内
外
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、

人
手
不
足
、
人
材
確
保
・
定
着
へ
の
対
応

と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
映
像
を
活
用
し
た
情
報
発

信
の
強
化
や
新
入
社
員
向
け
研
修
等
を
支

援
す
る
ほ
か
、
事
業
継
続
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
作
成
支
援
や
事
業
承
継
の
円
滑
化
に
向

け
た
支
援
を
行
う
。
そ
の
他
、
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
環
境
問
題
へ
の
対
応

支
援
、
県
内
就
職
に
結
び
つ
け
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
等
を
推
進
し
、
本
県
中

小
企
業
の
事
業
価
値
を
高
め
、
地
域
産
業

の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
を
目
指
し
て
い

く
。

　

な
お
、
支
援
活
動
の
重
点
６
項
目
は
次

の
と
お
り
。

臨時総会の様子

　

本
会
は
、３
月
13
日
、米
子
市「
米
子

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、

講
師
に
鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
・
尾
﨑
澄
夫
セ
ン
タ
ー
長
を

招
へ
い
し
、「
事
業
承
継
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
重
要
な
こ
と
と
は
」を
テ
ー
マ

に
組
合
リ
ー
ダ
ー
向
け
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

鳥
取
県
は
、帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
で
後
継
者
不
在
率
が
71
．５
％
と
全

国
ト
ッ
プ
水
準
と
な
る
な
ど
喫
緊
の
課

題
と
な
る
な
か
、当
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支

援
状
況
や
取
組（
マ
ッ
チ
ン
グ
）事
例
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。ま
た
、事
業
承

継
の
進
め
方
と
し
て
①
現
状
の
把
握
、

②
課
題
の
整
理
、方
針
の
決
定
を
行
い
、

事
業
承
継
計
画
の
作
成
な
ど
に
よ
り
後

継
者
に
も
わ
か
る
よ
う
に「
見
え
る
化
」

を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
示

唆
を
受
け
る
な
ど
、

参
加
者
に
と
っ
て

大
い
に
参
考
に
な

る
セ
ミ
ナ
ー
と
な

っ
た
。

（
米
子
支
所  

西
尾
）

事
業
承
継
の
円
滑
な

　
　
　
　

進
め
方
を
学
ぶ

〜
組
合
リ
ー
ダ
ー
向
け

　
　

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催
〜セミナーの様子

支
援
活
動
の
重
点
６
項
目

① 

設
立・創
業
の
推
進

② 

既
存
組
時
の
活
性
化・組
織
基
盤
の
強
化

③ 

新
事
業
展
開・経
営
力
強
化
及
び
販
路
開

拓
の
推
進

④ 
人
材
確
保・定
着・育
成
、働
き
方
改
革
の

推
進

⑤ ZEB Ready

対
応
の
新
会
館
建
設
に
伴

う
脱
炭
素
化
へ
の
取
組
と
機
能
強
化

⑥ 

政
策
提
言
の
推
進

（
総
務
部　

砂
口
）

と
　
き

令和6年4月1日
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〜
組
合
員
企
業
の
人
材
確
保
に
一
役
〜

　
（
協
）和
田
浜
工
業
団
地（
理
事
長
・
金
田
孝
成

氏
）、西
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業（
協
）（
理
事
長
・
川
上
和

人
氏
）、智
頭
町
複
業（
協
）（
理
事
長
・
寺
谷
誠
一

郎
氏
）の
３
組
合
は
、
本
会
の
令
和
５
年
度
人
材

確
保
Ｐ
Ｒ
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
組

合
や
業
界
を
紹
介
す
る
映
像
を
制
作
し
た
。映
像

は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
事
業
は
、
映
像
に
よ
っ
て
業
界
・
組
合
員
企

業
の
業
務
や
魅
力
、仕
事
に
対
す
る
想
い
等
を
紹

介
し
、
幅
広
い
層
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
人
材
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
組
合
員
の
人
材

確
保
に
対
し
支
援
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
。

　

映
像
で
は
、
業
務
内
容
や
現
場
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
と
も
に
、組
合
員
企
業
の
職
員

に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
も
網
羅
し
、
文

字
や
写
真
だ
け
で
は
表
現
し
づ
ら
い
業
界
の

情
報
や
熱
意
、
働
き
や
す
さ
等
を
伝
え
て

い
る
。

　

な
お
、
当
事
業
は
令
和
６
年
度
も
実
施
、

人
手
不
足
解
消
に
向
け
組
合
員
企
業
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
組
合
を
募
集

す
る
。　
　
　
　
　
　

  

（
総
務
部　

斧
村
）

組合事務局向けセミナー（会場）

智頭町複業（協）のＰＲ動画

鳥取県西部トラック事業（協）の求人ＰＲ動画

（協）和田浜工業団地のＰＲ動画

映
像
で
業
界
・
組
合
を
Ｐ
Ｒ

　

本
会
は
２
月
28
日
に
鳥
取
市
「
対
翠
閣
」、
３
月

６
日
に
米
子
市
「
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
米
子
」に
て
事

務
局
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
組
合
会
計
の
基
礎
及
び
税
制

対
応
に
お
け
る
留
意
点
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、森
・
齋

藤
税
理
士
法
人
の
税
理
士
・
森
耕
生
氏
よ
り
、
組
合

会
計
の
基
礎
を
は
じ
め
、剰
余
金
処
分
案
の
必
要
性
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
及
び
電
子
帳
簿
保
存
法
等
制
度

改
正
の
解
説
、
中
小
企
業
税
制
の
紹
介
等
に
つ
い
て

示
唆
を
受
け
た
。
ま
た
、
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
・
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
田
原
明
夫
氏
よ

り
、
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
取
組
、
相
談
・
支
援
の
流

れ
、
支
援
実
績
、
支
援
事
例
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
本
会
よ
り
組
合
年
度
末
処
理
に
つ
い

て
、
事
業
年
度
終
了
後
の
通
常
総
会
開
催
ま
で
の

流
れ
、
決
算
関
係
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

東
部
、西
部
の
会
場
を
合
わ
せ
て
組
合
事
務
局
役

職
員
約
40
名
が
参
加
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
会
計
実

務
、
イ
ン
ボ
イ
ス
、
経
営
支
援
な
ど
参
考
に
な
る
話

が
多
く
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
意
見
が
あ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
（
企
画
振
興
部　

安
陪
）

組
合
事
務
局
機
能
強
化
を

　
　
　
　
　
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

令和6年4月1日

中央会新会館建設の近況報告
　本会新会館の建設工事が本年１月から本格的にスター
トした。すでに建物を支持するための杭工事を終え、現
在は建設予定地を掘削し基礎工事を進めている。４月に
かけ基礎工事が完了すれば、５月頃からは鉄骨工事を進
めていく予定としている。

◀工事の状況
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中
央
会
事
業
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

知
っ
て
得
す
る！

令
和
６
年
度 

中
央
会
支
援
事
業

支
援
希
望
組
合
等
を
募
集

第
1
回
募
集
期
間

　

4
月
１
日
〜
６
月
30
日

　本会は今年度の支援活動のテーマを『変革の時代！連携と革新で新たな事業価値
を創造』～地域産業の持続可能な成長・発展を推進～として、組合等連携組織の設
立支援、経営力強化のための経営革新や販路開拓を推進する他、事業承継円滑化、
DX、SDGsの推進などを積極的に支援します。
　次の支援事業を希望される中小企業組合や組合員、グループ等を募集します。第
１回募集期間は、４月１日から６月３０日まで。申込及び詳細は本部又は米子支所ま
でお問い合わせ下さい。

組
合
等
の『
諸
問
題
解
決
』や『
新
た
な
取
組
み
』を
支
援

〈支援事例〉
「オートオークション事業の活性化」を
テーマに視察研修を実施

【
内
容
】組
合
等
連
携
組
織
が
直

面
す
る
法
律
、労
務
、財
務
等
の

緊
急
問
題
の
解
決
や
組
合
の
活

性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
の
他
、

多
様
な
連
携
グ
ル
ー
プ
が
行
う

新
た
な
活
動
に
対
し
て
支
援
対

象
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
総

合
的
に
実
施
し
ま
す
。

支
援
の
イ
メ
ー
ジ

•
新
た
な
施
策
に
対
応
し
た
研

修
会
の
開
催

•
先
進
組
合
事
例
研
究
の
た
め

の
県
外
先
進
地
視
察
及
び
交

流
会
の
開
催

•
組
合
運
営
等
に
係
る
課
題
解

決
の
た
め
の
専
門
家
派
遣

•
外
部
環
境
の
変
化
や
世
代
交

代
に
対
応
し
た
組
合
の
新
展

開
を
図
る
た
め
の
組
合
ビ
ジ

ョ
ン
の
作
成

•
組
合
等
が
行
う
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
た
め
の

各
種
取
組
み

【
対
象
経
費
】

謝
金
、旅
費
、原
材
料
費
、借
損

料
、通
信
運
搬
費
、消
耗
品
費
等

【
支
援
上
限
額
】

１
６
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

総
事
業
費
の
３
分
の
１

連
携
組
織
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業

組
合
等
の『
働
き
方
改
革
』へ
の
対
応
を
支
援

【
内
容
】専
門
家
に
よ
り
働
き
方
改

革
関
連
法
を
は
じ
め
最
新
の
労
務

関
連
法
改
正
に
つ
い
て
示
唆
及
び

助
言
を
受
け
、働
き
方
改
革
へ
の
対

応
や
人
材
確
保
に
向
け
た
体
制
を

整
備
す
る
た
め
の
就
業
規
則
の
改

正
等
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、消
耗
品
等

【
支
援
上
限
額
】１
５
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

【
募
集
件
数
】２
組
合

【
内
容
】震
災
や
豪
雨
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
分
断
の
影
響
な
ど
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と

し
て
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
作
成
を

し
よ
う
と
す
る
組
合
及
び
組
合
員
に
対
し

支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、消
耗
品
等

【
支
援
上
限
額
】５
７
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

【
募
集
件
数
】１
組
合

働
き
方
改
革
支
援
事
業
・
専
門
家
派
遣

リ
ス
ク
の
発
生
に
対
応
す
る『
事
業
継
続
計
画
』を
支
援

組
合
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支
援
事
業

〈支援事例〉
ＢＣＰ策定ワークショップを開催

令和6年4月1日
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海
外
へ
の
商
圏
拡
大
を
支
援

海
外
展
開
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援

組
合
・
組
合
員
の『
事
業
承
継
』を
支
援

【
内
容
】専
門
家
の
助
言
を
得
な
が

ら
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
取
引

先
と
の
関
係
や
経
営
に
係
る
様
々

な
ノ
ウ
ハ
ウ
等
経
営
資
源
を
見
え

る
化
し
、事
業
を
円
滑
に
承
継
し

て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

【
内
容
】越
境
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
を
通

じ
た
商
品
の
販
路
開
拓
を
図
る
た

め
海
外
向
け
自
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
、自

社
の
Ｐ
Ｒ
映
像
の
制
作
等
、海
外

へ
の
商
圏
拡
大
に
取
り
組
む
組
合

等
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

海
外
販
促
ツ
ー
ル
制
作
費
等

【
支
援
上
限
額
】

３
０
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

総
事
業
費
の
３
分
の
１

【
募
集
件
数
】１
連
携
組
織

事
業
承
継
円
滑
化
支
援
事
業

〈支援事例〉
専門家によるワークショップ

〈支援事例〉
海外販路拡大のためのHP作成支援

専
門
家
を
活
用
し

物
価
高
騰
、人
材
確
保
等

地
域
課
題
の
解
決
を
支
援

【
内
容
】中
山
間
地
域
等
が
抱
え
る

課
題（
買
い
物
難
民
対
策
、物
価
高

騰
対
策
、人
材
不
足
な
ど
）に
つ
い

て
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
し
、本
会
有

資
格
者（
中
小
企
業
診
断
士
等
）や

外
部
専
門
家
よ
り
経
営
革
新
や
新

業
態
へ
の
転
換
な
ど
の
助
言
を
う

け
地
域
の
担
い
手
と
な
る
人
材
確

保
難
や
過
疎
地
域
の
買
い
物
困
難

な
ど
の
地
域
課
題
対
応
、物
価
高

騰
・
円
安
の
影
響
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、県
内
外
の
先
進
事
例
調
査

研
究
を
行
い
な
が
ら
、ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン（
解
決
策
）の
模
索
及
び
実
行

に
つ
い
て
支
援
す
る
。

【
対
象
経
費
】

〈
専
門
家
派
遣
〉

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、消
耗
品
等

【
支
援
上
限
額
】１
３
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

〈
先
進
事
例
調
査
研
究
〉

委
員
旅
費
、会
場
借
料

【
支
援
上
限
額
】２
６
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

鳥
取
県
連
携
協
定

　
　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

県
外
の
商
談
会
等
に
参
加
し
て『
販
路
開
拓
』を
支
援

【
内
容
】Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構
築
等
の
国
内
向
け
販
促
ツ
ー
ル
を
作
成

す
る
な
ど
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
販
路
開
拓
の
取
組
み
を
行

う
組
合
等
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】国
内
販
促
ツ
ー
ル
制
作
費
等

【
支
援
上
限
額
】４
７
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】総
事
業
費
の
３
分
の
１

【
募
集
件
数
】２
連
携
組
織

① 

国
内
販
促
ツ
ー
ル
作
成
支
援
事
業

【
内
容
】大
消
費
地
で
開
催
さ
れ
る

当
会
の
指
定
す
る
商
談
会
等
に
出

展
し
、販
路
開
拓
を
行
お
う
と
す

る
組
合
等
に
対
し
支
援
を
行
い
ま

す
。

【
対
象
経
費
】

出
展
料
、旅
費
、設
営
費
等

【
支
援
上
限
額
】

９
０
０
，０
０
０
円

【
募
集
件
数
】

２
連
携
組
織

② 

商
談
会
等
参
加
支
援
事
業〈支援事例〉

日本酒フェア2023出展支援

〈支援事例〉
商店街の活動をPRする
ための組合ＭＡＰを作成

令和6年4月1日
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組
合
員
の『
人
材
確
保
』の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

取
組
み
を
支
援

【
内
容
】多
く
の
業
種
で
人
材
確
保
が
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ

映
像
を
制
作
し
、人
材
確
保
を
し
よ
う

と
す
る
組
合
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】検
討
委
員
会
開
催
費
用

（
謝
金
、会
場
借
料
、印
刷
費
、消
耗
品

費
等
）、Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
費

【
支
援
上
限
額
】５
０
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

Ｐ
Ｒ
映
像
制
作
費
の
３
分
の
１

【
募
集
件
数
】２
組
合

人
材
確
保
・
定
着
支
援
事
業

組
合
等
の『
デ
ジ
タ
ル
化
』に
よ
る

　
　
　
　
　
　

経
営
強
化
を
支
援

【
内
容
】専
門
家
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
策
や
Ｉ
Ｔ
の
活
用
策
に
つ
い
て
示
唆

並
び
に
助
言
を
受
け
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に
よ
る
事

業
の
効
率
化
、事
業
活
動
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、消
耗
品
等

【
支
援
上
限
額
】１
３
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

【
募
集
件
数
】２
連
携
組
織

連
携
組
織
Ｄ
Ｘ
対
応
支
援
事
業

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
対
応
に
よ
る

　
　
　

経
営
強
化
を
支
援

【
内
容
】専
門
家
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱

炭
素
化
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
示
唆
並
び
に
助
言
を
受
け
、事
業

活
動
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、消
耗
品
等

【
支
援
上
限
額
】１
３
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

【
募
集
件
数
】２
連
携
組
織

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

普
及
・
対
応
支
援
事
業

小
企
業
者
組
合
の

　
『
研
修
会
の
開
催
』を
支
援

【
内
容
】小
企
業
者
組
合
に
お
け
る
組
織

活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
開
催
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

謝
金
、旅
費
、借
料
・
損
料
、資
料
費
、

通
信
運
搬
費
等

【
支
援
上
限
額
】１
５
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

総
事
業
費
の
３
分
の
１

小
企
業
者
組
織
化
特
別
講
習
会

〈支援事例〉
人材確保のための動画作成支援

〈支援事例〉
DX対応をテーマとした専門家派遣事業（研修会）を実施

〈支援事例〉
「インボイス制度の実務と対応」に関する研修を実施

〈支援事例〉
SDGs対応についての専門家派遣事業を実施

令和6年4月1日



※
総
事
業
費
と
は
、対
象
と
な
る
事
業
に
要
す
る

　
経
費
を
い
い
ま
す
。

※
詳
細
は
本
会
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

7

【
内
容
】創
業
・
開
業
１
年
以
内
の
事
業
協

同
組
合
、企
業
組
合
、Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
初
期
の
事

業
展
開
活
動（
①
賃
借
料
や
設
備
等
の
初

期
投
資
、②
販
路
開
拓
等
に
係
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
、③
展
示
会
へ
の
出
展
費
用
等
）

を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
経
費
】パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
費
等

【
支
援
上
限
額
】１
５
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

総
事
業
費
の
２
分
の
１

【
募
集
件
数
】２
連
携
組
織

組
合
等『
設
立
・
新
規
創
業
』に
よ
る
初
期
の
事
業
展
開
を
支
援

設
立
組
合
等
事
務
局
体
制
整
備
事
業
補
助
金

『
諸
制
度
改
正
』や『
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
』に
対
応
を
支
援

【
内
容
】法
改
正
や
各
種
制
度
改
正
に
伴

う
事
業
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
課

題
に
対
し
て
専
門
家
を　

派
遣
し
、課
題

解
決
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
経
費
】

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、会
場
借
料
等

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

① 

制
度
改
正
等
課
題
解
決
環
境
整

備
事
業
・
専
門
家
派
遣

小
企
業
者
組
合
の

『
取
引
力
強
化
』の
た
め
の

　

Ｈ
Ｐ・
チ
ラ
シ
作
成
等
を
支
援

【
内
容
】中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

連
携
し
て
、共
同
事
業
の
活
性
化
や
受

注
促
進
等
取
引
力
の
強
化
促
進
を
図
る

た
め
に
行
う
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援

し
ま
す
。

【
対
象
経
費
】組
合
事
業
や
組
合
員
企

業
の
紹
介
等
を
行
う
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
チ
ラ
シ
等
の
作
成
費
等

【
支
援
上
限
額
】５
５
０
，０
０
０
円

【
自
己
負
担
割
合
】

総
事
業
費
の
３
分
の
１

取
引
力
強
化
推
進
事
業

組
合
・
組
合
員
の『
生
産
性
向
上
』

　
　

や『
新
た
な
取
組
み
』を
支
援

【
内
容
】新
た
な
事
業
展
開
、生
産
性
向

上
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
む
県
内
中
小

企
業
の
皆
様
を
企
業
の
成
長
段
階
や
経

営
戦
略
に
応
じ
て
支
援
し
ま
す
。

【
支
援
対
象
】

県
内
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

【
対
象
事
業
】

①
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
等

②
設
備
投
資

※
県
の
予
算
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
産
業
未
来
共
創
事
業

〈支援事例〉
「電子帳簿保存法への対応」に関する
研修について支援

【
内
容
】消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
に
向
け
て
生
じ
る
課
題
に
対
し
て

専
門
家
を
派
遣
し
、課
題
解
決
を
支
援
し

ま
す
。

【
対
象
経
費
】

専
門
家
謝
金
・
旅
費
、会
場
借
料
等

【
自
己
負
担
割
合
】自
己
負
担
な
し

② 

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事

業
・
専
門
家
派
遣

〈支援事例〉
「インボイス制度対応」をテーマとした
講習会について支援

〈支援事例〉
取引力強化・収益性改善のための
ホームページ作成支援

〈支援事例〉
新事業展開としてドライフラワーを使ったフラワー
シュガー等の新商品開発を実施するとともに製造
設備を導入。今後、量産、HP、SNSを活用した全
国展開により売上向上、収益改善を図っていく

令和6年4月1日
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ちいき組合情報

出展の様子

真嶋理事長より挨拶
　
新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街
振
興
組
合（
理
事

長・真
嶋
茂
氏
）は
、３
月
９
日
、『
た
く
み
珈
琲

店
』の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
併
せ
記
念
式
典
を

開
催
し
た
。

　
本
商
店
街
は
、民
藝
館
通
り
を
中
心
に
歴
史・

文
化
香
る
商
店
街
を
テ
ー
マ
に
鳥
取
市
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
創
出
、地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、こ
の
た
び
経
済
産
業
省「
面
的
地
域

価
値
の
向
上・消
費
創
出
事
業
補
助
金
」並
び
に

鳥
取
市「
大
型
空
き
店
舗
入
居
促
進
補
助
金
」を

活
用
し
、地
域
の
人
々
の
交
流
促
進
、県
外
や
海

外
の
観
光
客
の
滞
在
時
間
の
延
長
な
ど
目
的
と

す
る「
た
く
み
珈
琲
店
」を
開
設
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
真
嶋
理
事
長
が「
商
店
街
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、鳥
取
市
文
化
財

団
か
ら
の
声
か
け
も
あ
り
昨
年
秋
か
ら
空
き
店

舗
へ
の
出
店
を
進
め
て
き
た
が
、国
、県
、市
の
協

力
も
あ
っ
て
、３
月
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。鳥
取
駅
を
降
り

て
、鳥
取
民
藝
美
術
館
で
民
藝
を
見
て
、た
く
み

割
烹
店
で
食
べ
、た
く
み
珈
琲
店
で
交
流
し
、商

店
街
で
ゆ
っ
く
り
買
い
物
し
て
も
ら
い
た
い
」と

挨
拶
。

　
特
別
講
演
会
で
は
株
式
会
社
山
崎
亮
事
務
所

の
山
崎
亮
氏
が
講
師
と
な
り「
民
藝
と
ま
ち
づ

く
り
」を
テ
ー
マ
に
民
藝
と
は
人
々
が「
学
び
」、

人
々
を「
つ
な
げ
る
」も
の
。地
元
が
し
っ
か
り
支

え
手
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

述
べ
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
山
崎
講
師

の
ほ
か（
公
財
）鳥
取
民
藝
美
術
館
の
木
谷
常
務

理
事
や
新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街
の
真
嶋
理
事

長
な
ど
参
加
し
て
、商
店
街
の
取
り
組
み
、え
き

ま
え
マ
ッ
プ
の
制
作
や「
た
く
み
珈
琲
店
」に
期

待
す
る
役
割
な
ど
話
し
合
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
組
織
支
援
部　
北
浦
）

　
鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会（
会
長・菅
埜
高

典
氏
）は
、本
会・連
携
組
織
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
用
し
、３
月
９
日
、倉
吉
市「
鳥
取
県
立
倉

吉
未
来
中
心
」に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
事
業
を

実
施
し
た
。

　
講
師
に（
株
）ワ
タ
ケ
ン・代
表
取
締
役・渡
部
建

氏
を
迎
え
、「
努
力
も
才
能
も
い
ら
な
い
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
極
意
」を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

　
研
修
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
際
、言

語
情
報
が
７
％
、聴
覚
情
報
が
38
％
、視
覚
情
報
が

55
％
の
割
合
で
相
手
に
影
響
を
与
え
る
メ
ラ
ビ
ア

ン
の
法
則
や
、組
織
の
中
で
自
分
の
考
え
や
気
持
ち

を
安
心
し
て
発
言
で
き
る
場
所
と
な
る
心
理
的
安

全
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、人
が
集

ま
る
楽
し
い
場
所
は
、盛
り
上
げ
る
人（
笑
わ
せ
る

人
）と
盛
り
上
が
る
人（
笑
う
人
）で
成
り
立
ち
、次

も
ま
た
会
い
た
い
と
思
わ
れ
る
人
は
、盛
り
上
が
る

人（
笑
う
人
）、相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
、よ
く
笑
う

人
と
な
る
こ
と
が
努
力
も
才
能
も
い
ら
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
と
示
唆
を
受
け
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
て
実
践

し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
意
見
が
あ
っ
た
。       （
組
織
支
援
部　
上
根
）

研修会の様子

歴
史
・
文
化
香
る
商
店
街

　
　

た
く
み
珈
琲
店
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

努
力
も
才
能
も
い
ら
な
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
学
ぶ

　
企
業
組
合
藍
染
工
房
ち
ず
ぶ
る
ー（
理
事

長
・
西
山
美
彩
子
氏
）は
、本
会
・
販
路
開
拓

支
援
事
業
を
活
用
し
、３
月
１
日
〜
11
日
の

11
日
間
、兵
庫
県
神
戸
市「
神
戸
マ
ル
イ
」に

お
い
て
、ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョッ
プ
と
し
て
出
展

し
た
。

　
当
組
合
は
、智
頭
町
の
女
性
達
で
設
立
し

て
以
来
、地
域
で
育
て
た
原
料
を
使
う
な
ど

“M
ade in Chizu”

に
こ
だ
わ
っ
た
藍
染
め

商
品
の
製
造
、販
売
を
行
っ
て
お
り
、県
内
外

に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
抱
え
て
い
る
。出
展
先
に

は
洋
服
や
小
物
を
は
じ
め
数
多
く
の
商
品
が

並
べ
ら
れ
、立
ち
寄
っ
た
新
規
の
お
客
様
や
ち

ず
ぶ
る
ー
フ
ァ
ン
の
方
々
が
多
数
訪
れ
る
な
ど
、

商
品
の
魅
力
や
こ
だ
わ
り
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、販

路
拡
大
を
目
指
し
た
。

　
西
山
理
事
長
は
、「
ち
ず
ぶ
る
ー
フ
ァ
ン
の

方
々
を
始
め
、老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
方

に
来
店
し
て
い
た
だ
き
、商
品
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
た
。新
規
の
お
客
様
を
フ
ァ

ン
に
で
き
る
よ
う

ニ
ー
ズ
に
応
え
な

が
ら
、こ
れ
か
ら

も
良
い
商
品
を
作

っ
て
い
き
た
い
」と

今
後
の
抱
負
を
語

っ
た
。

  （
組
織
支
援
部

　
　
　
　
柳
原
）

こ
だ
わ
り
の
藍
染
め
商
品
の

　
　

  

販
路
拡
大
を
目
指
す

令和6年4月1日
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倉
吉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合（
理
事
長
・
小
林
健
治
氏
）は
、

３
月
12
日
、倉
吉
打
吹
回
廊
に
お
い
て
第
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
催
し
商
店
街
の
活
性
化
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
本
事
業
は
鳥
取
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
の「
商
店
街
活

性
化
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
係
る
調
査
研
究
事
業
」を
活
用
し
、㈱

コ
ー
・
プ
ラ
ン
の
吉
川
健一郎
氏
を
専
門
家
に
招
聘
し
て
、来
年

春
の
鳥
取
県
立
美
術
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
商
店
街
の
活
性
化

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、大
分
市
・
山
口
市
の
県
外
先

進
事
例
調
査
の
報
告
と
併
せ
て
、検
討
し
て
き
た
倉
吉
銀
座
商

店
街
の
活
性
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
吉
川
氏
か
ら
は「
ア
ー
ト
な
商
店
街
の
確
立
」、「
発
信
力
の

強
化
」、「
商
店
街
に
来
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り（
集
客
）」、

「
ま
ち
な
か
を
回
遊
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
」の
４
つ
を

基
本
方
針
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
各
団
体
・
行
政
と
の
連
携
体
制
を
構
築
す

べ
き
」と
い
っ
た
意
見
の
ほ
か「
若
い
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
せ

る
場
が
欲
し
い
」、「
各
店
舗
の
魅
力
を
点
か
ら
面
へ
広
げ
る
」、

「
学
校
帰
り
の
生
徒
が
集
ま
れ
る
場
を
つ
く
る
」、「
空
き
店
舗

を
活
用
し
美
大
生
が
卒
業
制

作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
」と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
小
林
理
事
長
は「
今
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
今
後
の
商
店

街
を
考
え
る
良
い
機
会
。こ
れ

を
機
に
鳥
取
県
立
美
術
館
と
の

連
携
や
他
団
体
と
の
交
流
を
ス

タ
ー
ト
し
た
い
」と
抱
負
を
語

っ
た
。    （
組
織
支
援
部　
北
浦
）

第４回ワークショップの様子

来
年
春
・
鳥
取
県
立
美
術
館
オ
ー
プ
ン
！

 

商
店
街
の
活
性
化
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め

組合HP : https://seitora-tottori.jp/
　
鳥
取
県
西
部
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組

合（
理
事
長
・
川
上
和
人
氏
）は
、本
会
・

販
路
開
拓
支
援
事
業
国
内
取
引
拡
大
支

援
事
業
を
活
用
し
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
制
作
し
た
。

　
当
事
業
は
、「
２
０
２
４
年
問
題
」を

目
前
に
控
え
、時
間
外
労
働
時
間
上
限

規
制
の
適
用
に
よ
る
輸
送
能
力
の
低
下
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
っ
た
喫
緊
の
課

題
へ
の
対
応
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も

の
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、共
同
配
車

事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、組
合
員
各
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
、組
合
員

各
社
の
採
用
情
報
を
掲
載
す
る
な
ど
充

実
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

　
川
上
理
事
長
は「
燃
料
代
価
格
の
高

騰
・
高
止
ま
り
、目
前
に
控
え
た「
２
０

２
４
年
問
題
」な
ど
課
題
が
山
積
し
て

い
る
が
、荷
主
の
適
正
な
運
賃
負
担
や

多
重
下
請
構
造
の
改
善
な
ど
に
よ
る
収

益
力
強
化
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
取
引
拡
大
の
一
助
と

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」と
抱
負
を
述

べ
た
。　
　
　
　
（
企
画
振
興
部　
山
﨑
）

　
協
同
組
合
鳥
取
卸
セ
ン
タ
ー（
理

事
長
・
渡
邉
健
次
氏
）は
、２
月
19
日
、

鳥
取
市「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

鳥
取
」に
お
い
て
、本
会
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
普
及
・
対
応

支
援
事
業
を
活
用
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
促
進
に
向
け
た
専
門
家
指
導

を
受
け
た
。

　
専
門
家
に
は
、ご
う
ぎ
ん
エ
ナ
ジ

ー
株
式
会
社
・
営
業
戦
略
部
副
部
長
・

井
上
光
悦
氏
を
招
聘
し
、「
組
合
活
動

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
必
要
性
に
つ

い
て
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
概
要
、17
項
目
の
内
容
の
ほ
か
、新

事
業
創
造
の
き
っ
か
け
と
し
て
、情

報
が
溢
れ
て
い
て
も
個
人
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
明
確
で
あ
れ
ば
必
要
な
情
報
を

つ
か
み
取
る
こ
と
が
で
き
、個
人
の

思
い（
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
）が
新
規
事
業
の
起

点
と
な
る
と
説
明
を
受
け
た
。ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
イ
ン
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
体
験
を
通
じ
、パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
事
業
創
造
へ
の
考
え
方
を

具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
、今
後
の
事

業
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
」な
ど

の
意
見
が
あ
り
、有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。　
　
（
企
画
振
興
部　
名
越
） 研修会の様子

共
同
配
車
事
業
等
受
注
促
進
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　

 

組
合
Ｈ
Ｐ
を
制
作

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
を
通
じ
て

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
を
促
進

令和6年4月1日
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組合
Q&A

　日頃から、組合の運営や管理について様々な
疑問がでてくると思いますが、ここでは中央会に
よく寄せられるご質問について代表的なものを
ご紹介いたします。

意見交換会の様子

　
鳥
取
女
性
中
央
会（
会
長
・
滝
口
美
寿
穂

氏
）は
２
月
27
日
、本
会
組
合
Ｂ
Ｃ
Ｐ
支
援

事
業
を
活
用
し
、徳
島
市
に
お
い
て
、と
く
し

ま
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
と
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
連
携
交

流
会
を
実
施
し
た
。

　
初
め
に
、と
く
し
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会

会
員
企
業
３
社（
㈱
鳴
門
の
い
も
屋
、㈲
天

野
鉄
工
所
、㈲
酒
牧
製
作
所
）を
視
察
し
、Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
の
経
緯
や
事
例
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
予
測
で
き
な
い

危
機
事
象
に
対
し
て
従
業
員
と
そ
の
家
族
を

守
る
た
め
、基
本
方
針
を
簡
単
か
つ
明
確
に

し
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
従
業
員
全
員
参

加
の
避
難
訓
練
の
実
施
、ま
た
地
域
貢
献
も

視
野
に
入
れ
た
備
蓄
可
能
な
資
源
の
再
点
検

や
遮
水
扉
の
開
発
・
販
売
等
具
体
的
な
取
組

に
つ
い
て
示
唆
を
受
け
た
。　

　
続
い
て
徳
島
市
内
の
ホ
テ
ル
へ
と
移
動
し
、

両
団
体
会
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
実
施
し

た
。今
回
の
事
例
を
知
り
自
社
の
安
否
確
認

の
方
法
や
避
難
場
所
の
受
入
れ
体
制
等
課
題

が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、

非
常
時
に
は
会
員
同
士
が
連
絡
を
取
り
合
い
、

協
力
可
能
な
企
業
を
紹
介
・
提
案
し
た
い
な

ど
、異
業
種
で
構
成
さ
れ
る
女
性
会
な
ら
で

は
の
連
携
に
繋
が
る
意
見
も
上
が
っ
た
。

　
滝
口
会
長
は
、「
徳
島
県
会
員
の
災
害
や
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
に
は
大
変

驚
か
さ
れ
た
。今
回
の
視
察
で
基
本
方
針
か

ら
検
討
し
て
い
く
流
れ
や
従
業
員
全
員
を
巻

き
込
ん
で
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
避
難
訓
練
等
を

実
践
し
て
い
る
事
例
を
聞
き
、会
員
も
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。と
く
し
ま
レ
デ
ィ
ー

ス
中
央
会
と
は
令
和
元
年
度
よ
り
交
流
を
続

け
て
い
る
が
、災
害
時
に
も
異
業
種
間・同
業

種
間
で
事
業
継
続
の
助
け
と
な
れ
る
よ
う
協

力
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部　
斧
村
）

徳
島
県
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
取
組
に
つ
い
て
学
ぶ鳥

取
女
性
中
央
会

　理事・監事のうちその定数（下限）の３分の１を超える者が欠けたときは３ケ月以内に補充しな
ければなりません。

　定款で員外理事の規定を設けておけば、組合員以外からも理事総数の3分の1までを役員に
選出することができます。「員外理事」を置く目的は、広く外部の意見を聞くためや、組合事業運
営に精通した人材を広く外部から起用するためなどがあります。

❷ 員外理事・監事について

　定款を変更する場合は総会の議決が必要であり、議決の方法も総組合員数の半数以上の出席
を得てその議決権の３分の２以上の賛成を得なければならなりませんし、所管行政庁の認可を受
ける必要があります。

❸ 定款を変更する場合の手続きについて

❶ 役員が辞任した時の補充について
【 役 員 】

令和6年4月1日
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百
貨
店
を
核
店
舗
と
す
る
中
心
市

街
地
の
商
店
街
で
あ
っ
た
が
郊
外
の

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
進
出
や

大
型
店
の
閉
店
、
相
次
ぐ
個
店
の
閉

店
に
よ
る
空
き
店
舗
な
ど
、
消
費
者

の
足
が
商
店
街
か
ら
遠
の
き
集
客
力

が
減
少
し
商
店
街
の
衰
退
が
顕
著
と

な
っ
て
い
た
。
こ
の
危
機
を
脱
す
る

た
め
撤
退
し
た
商
店
街
内
の
大
手
店

舗
の
跡
地
駐
車
場
を
活
用
し
た
「
地

ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
」の
定
期
開
催
、
ま

た
同
商
店
街
に
し
か
扱
え
な
い
県
内

外
の
逸
品
販
売
拠
点
の
物
産
館
、
商

店
街
内
の
個
店
の
こ
だ
わ
り
商
品
を

紹
介
す
る
ス
タ
ジ
オ
等
の
情
報
発
信

拠
点
を
設
置
し
た
。

　

組
合
員
だ
け
で
は
な
く
行
政
の
ト

ッ
プ
も
交
え
た
実
行
委
員
会
を
設
置

し
、
商
店
街
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
消

費
者
の
回
帰
を
図
る
た
め
の
活
動
と

し
て
、
令
和
元
年
に
県
内
外
で
話
題

と
な
っ
て
い
た
「
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス

タ
」
の
定
期
開
催
を
毎
月
末
金
曜
日

１
回
で
継
続
し
、
県
内
外
の
地
ビ
ー

ル
・
地
酒
フ
ァ
ン
が
集
い
、市
内
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
も
集
積
し
毎
回
約
３
，０

０
０
人
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
る
場

所
で
あ
る
商
店
街
だ
と
、
情
報
発
信

さ
せ
た
。

　

次
の
戦
略
と
し
て
消
費
者
の
求
め

る
も
の
を
提
供
で
き
る
商
店
街
、
活

気
あ
る
街
を
目
指
し
て
、
令
和
４
年

に
行
政
の
補
助
支
援
を
受
け
空
き
店

舗
を
改
装
し
、
地
域
内
の
消
費
者
に

「
こ
こ
（
商
店
街
）
に
し
か
な
い
商
品

が
あ
る
」
こ
と
を
周
知
す
べ
く
、
地
元

の
特
産
品
や
全
国
選
り
す
ぐ
り
の
逸

品
を
販
売
す
る「
物
産
館
」や
個
店
の

こ
だ
わ
り
標
品
を
発
信
す
る
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し

た
。

　

こ
の
取
組
み
に
は
、
商
店
街
の
理

事
長
が
中
心
と
な
っ
て
設
置
し
て
い

る
実
行
委
員
会
と
、
商
店
街
メ
ン
バ

ー
や
行
政
の
ト
ッ
プ
等
が
定
期
的
に

参
画
し
中
心
市
街
地
活
性
化
と
い
う

大
き
な
枠
と
し
て
お
り
、
令
和
４
年

３
月
に
山
陰
の
美
味
し
い
も
の
を
取

り
揃
え
販
売
す
る
物
産
館
「
フ
ー
ド

ス
タ
ジ
オ
カ
ク
バ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。
地
元
の
名
産
品
や
生
鮮
品

の
他
、
全
国
の
逸
品
な
ど
４
０
０
種

類
以
上
の
品
揃
え
が
あ
り
、
商
店
街

に
よ
る
県
内
外
の
商
品
の
情
報
発
信

基
地
と
し
て
連
日
賑
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
情
報
発
信
拠
点
の
設
置
は
観
光

客
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
消
費
者
が

地
元
を
改
め
て
見
直
す
機
会
と
な
っ

て
い
る
。

　

消
費
者
に
と
っ
て
、
商
店
街
と
は

最
も
身
近
に
あ
る
商
品
購
入
場
所
で

あ
り
、
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
魅
力

が
あ
り
、
商
品
が
な
く
て
は
通
わ
な

い
場
所
で
あ
る
。
多
く
の
特
色
あ
る

個
店
の
こ
だ
わ
り
商
品
の
情
報
提
供

と
全
国
の
逸
品
を
購
入
で
き
る
拠
点

の
設
置
は
、
他
で
は
無
い
情
報
発
信

機
能
で
あ
る
。ま
た
、地
ビ
ー
ル
フ
ェ

ス
タ
の
定
期
開
催
に
よ
り
多
く
の
人

が
集
え
る
よ
う
に
し
た
取
組
み
も
大

き
な
効
果
と
な
っ
て
い
る
。

テーマ

商
店
街
の
消
費
者
回
帰
に
話
題
催
し
と
逸
品
情
報
発
信
拠
点
整
備

■
背
景
と
目
的

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

■
成
果
と
そ
の
要
因

令和5年度資料収集加工事業調査県内先進
組合事例

　毎年度、全国中央会と都道府県中央会が連携し、環境変化に対応した共
同事業など先進的に取り組んでいる組合の諸事例を調査・収集しています。
　今回は、角盤町商店街振興組合（テーマ「メディアを活用して取り組んだ
事例」）を選定し、先進組合事例として取りまとめましたのでご紹介します。

角盤町商店街振興組合
理 事 長：森　紳二郎
住　　所：鳥取県米子市角盤町
　　　　　　　　　1丁目27-6
設　　立：昭和56年2月
出 資 金：3,540千円
主な業種：小売業
組 合 員：46人

フードスタジオカクバン地ビールフェスタ

角
盤
町
商
店
街
振
興
組
合

県内先進組合事例令和6年4月1日
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鳥取県の中小企業景況

製
造
業

が
少
な
く
、
４
月
か
ら
大
幅
な
減
少
が
続
い

て
い
る
。
２
０
２
４
年
問
題
に
よ
る
輸
送
関

連
の
賃
金
の
上
昇
に
関
心
が
持
た
れ
る
が
、

販
売
価
格
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
県
内
物
件
は
現
状
で
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
低
価
格
競
争
の
状
況
。

今
後
の
見
積
の
動
き
も
見
え
て
お
ら
ず
、
厳

し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
機

械
加
工
は
、
仕
事
量
を
何
と
か
確
保
し
て
い

る
も
の
の
、
全
体
的
に
少
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
家
電
や
産
業
機
械
関
係
の
受
注
で

し
の
い
で
い
る
も
の
の
、
低
価
格
競
争
に
よ

る
受
注
単
価
減
少
に
加
え
、
人
件
費
等
の
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
で
採
算
は
厳
し
い
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
県
内
の
鉄
骨
造
の
物
件
が
非
常
に
少
な
い

た
め
、
年
明
け
か
ら
年
度
末
ま
で
の
受
注
状

況
は
厳
し
い
状
況
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
２
月
の
受
注
状
況
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
と
も
に
若
干
の
増
加
と
な
っ
た
が
、
製
造

業
全
般
の
景
気
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
関
し
、
電
力
料
金
は
以

前
比
べ
20
％
程
度
の
低
下
が
見
受
け
ら
れ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
発
注
側
の
在
庫
調
整
や
生
産
調
整
が
継
続

し
て
お
り
受
注
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い

る
。
原
材
料
の
供
給
は
安
定
し
て
い
る
が
、

原
材
料
価
格
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
経
費
増

に
よ
り
収
益
面
は
厳
し
い
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
雪
が
少
な
く
、
気
温
も

高
い
こ
と
も
あ
り
、
前
月
比
で
売
上
、
取
扱

数
量
と
も
に
増
加
、
前
年
同
月
比
も
売
上
、

取
扱
数
量
と
も
に
増
加
し
た
。
鮮
魚
関
係
で

は
、
前
月
比
で
売
上
、
取
扱
数
量
と
も
に
大

き
く
増
加
し
た
。
前
年
同
月
比
で
は
取
扱
数

量
は
増
え
た
も
の
の
、
売
上
高
は
単
価
の
低

下
に
よ
り
横
ば
い
と
な
っ
た
。
仕
入
配
送
に

関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の
減
便
と

そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等
が
散
見

さ
れ
、
影
響
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
巻
き

網
は
、
２
月
は
時
化
が
多
く
ブ
リ
類
の
水
揚

げ
は
低
迷
し
た
が
、
上
旬
は
大
型
巻
き
に
よ

る
サ
バ
の
豊
漁
、
下
旬
に
は
隠
岐
島
の
中
型

巻
き
網
も
加
わ
り
イ
ワ
シ
の
大
漁
が
あ
り
浜

は
活
気
づ
い
た
。
近
海
物
は
時
化
が
多
く
松

葉
ガ
ニ
、
若
松
葉
を
始
め
カ
レ
イ
類
も
絶
対

量
が
少
な
く
、
品
揃
え
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
例
年
よ
り
積
雪

は
少
な
く
、
商
店
街
内
で
飲
食
イ
ベ
ン
ト
等

も
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
来
街
者
は
増
加
傾
向

で
推
移
し
て
い
る
。
物
価
高
、
ガ
ソ
リ
ン
価

格
の
高
騰
等
の
経
済
的
不
安
要
素
は
改
善
し

て
お
ら
ず
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
が
続

い
て
い
る
う
え
、
商
品
値
上
げ
に
よ
る
消
費

離
れ
を
起
こ
す
動
き
も
散
見
さ
れ
る
。
倉
吉

の
商
店
街
で
は
、
年
度
末
に
向
け
た
動
き
が

見
受
け
ら
れ
た
も
の
の
、
売
上
の
増
加
に
は

結
び
付
か
ず
厳
し
い
状
況
。
後
継
者
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
商
店
街
活
気
の
創
出
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
米
子
市
の
商

店
街
で
は
、
空
き
店
舗
に
若
者
向
け
の
古
着
、

雑
貨
屋
が
３
日
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
、
20

代
の
女
性
客
を
中
心
に
来
街
者
が
増
加
、
周

辺
店
舗
へ
の
回
遊
も
向
上
し
た
。

　
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
閑
散
期
に

入
り
、
来
場
者
数
や
売
上
高
に
大
き
な
動
き

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
香
港
便
の
就
航
に
よ

り
中
国
な
ど
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
季
節
的
な
要

因
で
入
込
客
数
が
落
ち
込
む
時
期
で
あ
る
が
、

例
年
よ
り
天
候
も
良
く
、
気
温
も
高
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
観
光
客
の
入
込
数
は
増
加
し
た
。

米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
こ
の
時
期

は
閑
散
期
に
入
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行

も
あ
り
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
宿
泊

客
数
、
日
帰
り
客
と
も
に
増
加
し
た
こ
と
か

ら
収
益
状
況
も
好
転
し
た
。
三
朝
温
泉
で
は
、

降
雪
も
な
く
連
休
も
あ
っ
た
こ
と
で
前
月
よ

り
動
き
が
見
ら
れ
た
。
ク
ー
ポ
ン
の
駆
け
込

み
需
要
も
あ
り
、
例
年
以
上
に
入
込
客
が
増

加
し
た
旅
館
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
小
規
模

な
旅
館
で
は
動
き
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
羽

合
温
泉
で
は
、
２
月
の
宿
泊
は
前
月
比
で
横

ば
い
、
前
年
同
月
比
で
微
増
と
な
っ
た
。
宿

泊
単
価
の
上
昇
も
あ
り
、
売
上
高
は
前
年
同

月
比
で
増
加
と
な
っ
た
。
週
末
の
宿
泊
は
あ

る
程
度
確
保
で
き
た
が
、
平
日
の
宿
泊
が
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
新
車
の
販
売
は
普
通
車
、
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，６
６
５
台
で
前
月
比
が
約
10
％

増
加
、
前
年
同
月
比
は
約
30
％
の
減
少
と
な

っ
た
。
中
古
車
は
６
６
０
台
で
前
月
比
約
50

％
増
加
、
前
年
同
月
比
は
約
30
％
増
加
し
た
。

継
続
検
査
は
１
６
，７
３
５
台
と
な
り
前
月

比
で
約
30
％
増
加
、
前
年
同
月
比
は
横
ば
い

で
推
移
し
た
。

【
建
設
業
】

　
１
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
40

億
円
、
件
数
83
件
と
な
っ
た
。
年
度
累
計
は
、

請
負
金
額
７
９
０
億
円
、件
数
１
，４
６
９
件

と
な
っ
た
。
公
共
投
資
、
設
備
投
資
と
も
前

年
同
月
比
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
が
、
住
宅
投

資
は
持
家
系
を
中
心
に
引
き
続
き
弱
い
動
き

と
な
っ
て
い
る
。
住
宅
関
係
の
民
間
工
事
の

不
振
や
建
設
資
材
の
高
止
ま
り
に
よ
る
コ
ス

ト
の
増
加
が
継
続
し
て
い
る
が
、
公
共
工
事

が
底
堅
く
下
支
え
し
て
い
る
。
４
月
か
ら
建

設
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
施
行
さ

れ
る
た
め
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
２
月
の
物
流
は
、
復
路
輸
送
は
荷
物
の
発

注
情
報
量
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
全
体
的

に
荷
物
が
不
足
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
空
車

運
行
が
増
加
し
て
い
る
。
燃
料
価
格
に
つ
い

て
は
前
月
価
格
か
ら
若
干
の
減
少
で
推
移
し

た
も
の
の
、
依
然
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
い

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
。
運
送
関
連
で
は
、

受
注
量
は
前
月
比
で
持
ち
直
す
も
、
前
年
同

月
比
で
は
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。
今

年
４
月
よ
り
適
用
さ
れ
る
２
０
２
４
年
問
題

に
つ
い
て
は
、
遠
距
離
輸
送
を
縮
小
し
、
中

継
基
地
を
設
け
中
距
離
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く

様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
を
は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
依

然
高
止
ま
っ
て
お
り
、
収
益
を
圧
迫
し
て
い

る
。
求
人
に
関
し
、
最
低
賃
金
に
１
０
０
円

以
上
差
を
付
け
な
け
れ
ば
応
募
が
な
く
、
人

材
確
保
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
味
噌
・
醤

油
関
連
で
は
、
業
界
全
体
と
し
て
の
取
扱
数

量
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
価
格
転
嫁
に

よ
り
売
上
高
は
味
噌
・
醤
油
と
も
に
前
年
並

み
で
推
移
し
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
冬
物
の
動
き
が
悪
く
、

春
夏
商
品
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
輸
入

品
の
供
給
過
剰
に
よ
り
衣
料
品
の
小
売
価
格

の
値
上
げ
が
困
難
な
状
態
が
継
続
し
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
る
原
材
料
等
仕
入
価
格

の
高
騰
及
び
燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る

輸
送
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
り
収
益
を
圧
迫
し

て
い
る
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
、
製
材
品
の
生
産

量
は
と
も
に
前
月
比
で
減
少
。
合
板
の
生
産

量
に
つ
い
て
も
前
月
比
で
減
少
と
な
っ
た
。

降
雪
の
影
響
も
あ
り
出
材
は
少
な
く
丸
太
の

価
格
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加

工
の
稼
働
率
は
、
前
月
比
30
％
減
少
、
前
年

同
月
比
は
40
％
減
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
前
年
同
月
比

で
売
上
、
収
益
状
況
と
も
に
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
も
の
の
、引
き
続
き
業
況
は
厳
し
い
。

【
印
　
刷
】

　
こ
こ
数
年
続
い
て
い
た
用
紙
や
イ
ン
キ
の

高
騰
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。
新
年
度

に
向
け
た
見
積
り
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
増

え
て
い
る
ほ
か
、
受
注
件
数
も
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
２
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

18
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
17
％
減
少
と

な
っ
た
。
依
然
と
し
て
東
部
地
区
で
受
注
量

＊DIとは景気の動きをとらえるための指標。「増加、上昇、好転」の割合から「減少、低下、悪化」の割合を差し引いた値。

　全業種景況DI値は、前月比１３.２ポイント上昇のマイナス１３.１、前年同月比２.６ポイント低下の
マイナス２６.３となった。製造業では、ほとんどの業種で原材料費等の高騰が続いているとともに、受
注量が減少傾向となるなど厳しさを増している。非製造業では、降雪のない２月となり、観光関連では
入込客数が増加し、売上高は増加、業況も好転した。小売関連ではガソリン価格の高騰など経済的
不安要素が拭えず、商品値上げによる消費離れを起こす動きも散見された。県内景況は、原材料、仕
入価格等の高止まりによる経費負担の増加が続き、収益を圧迫するなど厳しさが増している。価格転
嫁による物価の上昇が消費マインドを低下させ、需要を停滞させるなど悪循環が継続している。また、
人手不足の深刻化や最低賃金上昇による人件費増加など問題が山積しており、依然として先行き不透
明な状況が続いている。

物価上昇により需要は停滞、
悪循環が継続
経済的不安要素に加え、
人材確保難など課題は山積み
～景況DI値は、前年同月比２.６ポイント低下のマイナス２６.３～

月2

令和6年4月1日

景気動向（前年同月比全業種DI） 売上高 収益状況 景況

R4/2 R5/2 R6/2
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非
製
造
業

が
少
な
く
、
４
月
か
ら
大
幅
な
減
少
が
続
い

て
い
る
。
２
０
２
４
年
問
題
に
よ
る
輸
送
関

連
の
賃
金
の
上
昇
に
関
心
が
持
た
れ
る
が
、

販
売
価
格
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
金
属
製
品
】

　
建
築
関
係
は
、
県
内
物
件
は
現
状
で
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
低
価
格
競
争
の
状
況
。

今
後
の
見
積
の
動
き
も
見
え
て
お
ら
ず
、
厳

し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
機

械
加
工
は
、
仕
事
量
を
何
と
か
確
保
し
て
い

る
も
の
の
、
全
体
的
に
少
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
家
電
や
産
業
機
械
関
係
の
受
注
で

し
の
い
で
い
る
も
の
の
、
低
価
格
競
争
に
よ

る
受
注
単
価
減
少
に
加
え
、
人
件
費
等
の
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
で
採
算
は
厳
し
い
。

【
鉄
骨
加
工
】

　
県
内
の
鉄
骨
造
の
物
件
が
非
常
に
少
な
い

た
め
、
年
明
け
か
ら
年
度
末
ま
で
の
受
注
状

況
は
厳
し
い
状
況
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
金
属
熱
処
理
】

　
２
月
の
受
注
状
況
は
前
月
比
、
前
年
同
月

比
と
も
に
若
干
の
増
加
と
な
っ
た
が
、
製
造

業
全
般
の
景
気
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
関
し
、
電
力
料
金
は
以

前
比
べ
20
％
程
度
の
低
下
が
見
受
け
ら
れ
る
。

【
電
気
機
械
器
具
】

　
発
注
側
の
在
庫
調
整
や
生
産
調
整
が
継
続

し
て
お
り
受
注
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い

る
。
原
材
料
の
供
給
は
安
定
し
て
い
る
が
、

原
材
料
価
格
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
経
費
増

に
よ
り
収
益
面
は
厳
し
い
。

【
卸
売
業
】

　
青
果
関
係
で
は
、
雪
が
少
な
く
、
気
温
も

高
い
こ
と
も
あ
り
、
前
月
比
で
売
上
、
取
扱

数
量
と
も
に
増
加
、
前
年
同
月
比
も
売
上
、

取
扱
数
量
と
も
に
増
加
し
た
。
鮮
魚
関
係
で

は
、
前
月
比
で
売
上
、
取
扱
数
量
と
も
に
大

き
く
増
加
し
た
。
前
年
同
月
比
で
は
取
扱
数

量
は
増
え
た
も
の
の
、
売
上
高
は
単
価
の
低

下
に
よ
り
横
ば
い
と
な
っ
た
。
仕
入
配
送
に

関
わ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
、
配
送
の
減
便
と

そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
等
が
散
見

さ
れ
、
影
響
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
巻
き

網
は
、
２
月
は
時
化
が
多
く
ブ
リ
類
の
水
揚

げ
は
低
迷
し
た
が
、
上
旬
は
大
型
巻
き
に
よ

る
サ
バ
の
豊
漁
、
下
旬
に
は
隠
岐
島
の
中
型

巻
き
網
も
加
わ
り
イ
ワ
シ
の
大
漁
が
あ
り
浜

は
活
気
づ
い
た
。
近
海
物
は
時
化
が
多
く
松

葉
ガ
ニ
、
若
松
葉
を
始
め
カ
レ
イ
類
も
絶
対

量
が
少
な
く
、
品
揃
え
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
小
売
業
・
商
店
街
】

　
鳥
取
市
の
商
店
街
で
は
、
例
年
よ
り
積
雪

は
少
な
く
、
商
店
街
内
で
飲
食
イ
ベ
ン
ト
等

も
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
来
街
者
は
増
加
傾
向

で
推
移
し
て
い
る
。
物
価
高
、
ガ
ソ
リ
ン
価

格
の
高
騰
等
の
経
済
的
不
安
要
素
は
改
善
し

て
お
ら
ず
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
が
続

い
て
い
る
う
え
、
商
品
値
上
げ
に
よ
る
消
費

離
れ
を
起
こ
す
動
き
も
散
見
さ
れ
る
。
倉
吉

の
商
店
街
で
は
、
年
度
末
に
向
け
た
動
き
が

見
受
け
ら
れ
た
も
の
の
、
売
上
の
増
加
に
は

結
び
付
か
ず
厳
し
い
状
況
。
後
継
者
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
商
店
街
活
気
の
創
出
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
米
子
市
の
商

店
街
で
は
、
空
き
店
舗
に
若
者
向
け
の
古
着
、

雑
貨
屋
が
３
日
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
、
20

代
の
女
性
客
を
中
心
に
来
街
者
が
増
加
、
周

辺
店
舗
へ
の
回
遊
も
向
上
し
た
。

　
境
港
市
の
水
産
物
小
売
で
は
、
閑
散
期
に

入
り
、
来
場
者
数
や
売
上
高
に
大
き
な
動
き

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
香
港
便
の
就
航
に
よ

り
中
国
な
ど
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

【
旅
館
・
観
光
】

　
鳥
取
市
の
鳥
取
砂
丘
で
は
、
季
節
的
な
要

因
で
入
込
客
数
が
落
ち
込
む
時
期
で
あ
る
が
、

例
年
よ
り
天
候
も
良
く
、
気
温
も
高
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
観
光
客
の
入
込
数
は
増
加
し
た
。

米
子
市
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
こ
の
時
期

は
閑
散
期
に
入
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行

も
あ
り
前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
宿
泊

客
数
、
日
帰
り
客
と
も
に
増
加
し
た
こ
と
か

ら
収
益
状
況
も
好
転
し
た
。
三
朝
温
泉
で
は
、

降
雪
も
な
く
連
休
も
あ
っ
た
こ
と
で
前
月
よ

り
動
き
が
見
ら
れ
た
。
ク
ー
ポ
ン
の
駆
け
込

み
需
要
も
あ
り
、
例
年
以
上
に
入
込
客
が
増

加
し
た
旅
館
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
小
規
模

な
旅
館
で
は
動
き
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
羽

合
温
泉
で
は
、
２
月
の
宿
泊
は
前
月
比
で
横

ば
い
、
前
年
同
月
比
で
微
増
と
な
っ
た
。
宿

泊
単
価
の
上
昇
も
あ
り
、
売
上
高
は
前
年
同

月
比
で
増
加
と
な
っ
た
。
週
末
の
宿
泊
は
あ

る
程
度
確
保
で
き
た
が
、
平
日
の
宿
泊
が
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

【
自
動
車
整
備
業
】

　
新
車
の
販
売
は
普
通
車
、
軽
自
動
車
を
合

わ
せ
て
１
，６
６
５
台
で
前
月
比
が
約
10
％

増
加
、
前
年
同
月
比
は
約
30
％
の
減
少
と
な

っ
た
。
中
古
車
は
６
６
０
台
で
前
月
比
約
50

％
増
加
、
前
年
同
月
比
は
約
30
％
増
加
し
た
。

継
続
検
査
は
１
６
，７
３
５
台
と
な
り
前
月

比
で
約
30
％
増
加
、
前
年
同
月
比
は
横
ば
い

で
推
移
し
た
。

【
建
設
業
】

　
１
月
の
県
内
公
共
工
事
発
注
（
西
日
本
建

設
業
保
証
㈱
保
証
取
扱
）
は
、
請
負
金
額
40

億
円
、
件
数
83
件
と
な
っ
た
。
年
度
累
計
は
、

請
負
金
額
７
９
０
億
円
、件
数
１
，４
６
９
件

と
な
っ
た
。
公
共
投
資
、
設
備
投
資
と
も
前

年
同
月
比
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
が
、
住
宅
投

資
は
持
家
系
を
中
心
に
引
き
続
き
弱
い
動
き

と
な
っ
て
い
る
。
住
宅
関
係
の
民
間
工
事
の

不
振
や
建
設
資
材
の
高
止
ま
り
に
よ
る
コ
ス

ト
の
増
加
が
継
続
し
て
い
る
が
、
公
共
工
事

が
底
堅
く
下
支
え
し
て
い
る
。
４
月
か
ら
建

設
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
施
行
さ

れ
る
た
め
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

【
運
輸
業
】

　
２
月
の
物
流
は
、
復
路
輸
送
は
荷
物
の
発

注
情
報
量
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
全
体
的

に
荷
物
が
不
足
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
空
車

運
行
が
増
加
し
て
い
る
。
燃
料
価
格
に
つ
い

て
は
前
月
価
格
か
ら
若
干
の
減
少
で
推
移
し

た
も
の
の
、
依
然
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
い

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
。
運
送
関
連
で
は
、

受
注
量
は
前
月
比
で
持
ち
直
す
も
、
前
年
同

月
比
で
は
減
少
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。
今

年
４
月
よ
り
適
用
さ
れ
る
２
０
２
４
年
問
題

に
つ
い
て
は
、
遠
距
離
輸
送
を
縮
小
し
、
中

継
基
地
を
設
け
中
距
離
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く

様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
情
報
連
絡
員　
38
名
）

【
食
料
品
】

　
原
材
料
を
は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
依

然
高
止
ま
っ
て
お
り
、
収
益
を
圧
迫
し
て
い

る
。
求
人
に
関
し
、
最
低
賃
金
に
１
０
０
円

以
上
差
を
付
け
な
け
れ
ば
応
募
が
な
く
、
人

材
確
保
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
味
噌
・
醤

油
関
連
で
は
、
業
界
全
体
と
し
て
の
取
扱
数

量
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
価
格
転
嫁
に

よ
り
売
上
高
は
味
噌
・
醤
油
と
も
に
前
年
並

み
で
推
移
し
て
い
る
。

【
繊
維
・
同
製
品
】

　
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
冬
物
の
動
き
が
悪
く
、

春
夏
商
品
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
輸
入

品
の
供
給
過
剰
に
よ
り
衣
料
品
の
小
売
価
格

の
値
上
げ
が
困
難
な
状
態
が
継
続
し
て
い
る
。

【
家
具
装
備
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
る
原
材
料
等
仕
入
価
格

の
高
騰
及
び
燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る

輸
送
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
り
収
益
を
圧
迫
し

て
い
る
。

【
木
材
・
木
製
品
】

　
製
材
用
素
材
の
入
荷
量
、
製
材
品
の
生
産

量
は
と
も
に
前
月
比
で
減
少
。
合
板
の
生
産

量
に
つ
い
て
も
前
月
比
で
減
少
と
な
っ
た
。

降
雪
の
影
響
も
あ
り
出
材
は
少
な
く
丸
太
の

価
格
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
加

工
の
稼
働
率
は
、
前
月
比
30
％
減
少
、
前
年

同
月
比
は
40
％
減
で
推
移
し
た
。

【
紙
・
加
工
品
】

　
円
安
の
影
響
に
よ
り
原
材
料
高
等
諸
経
費

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
前
年
同
月
比

で
売
上
、
収
益
状
況
と
も
に
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
も
の
の
、引
き
続
き
業
況
は
厳
し
い
。

【
印
　
刷
】

　
こ
こ
数
年
続
い
て
い
た
用
紙
や
イ
ン
キ
の

高
騰
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。
新
年
度

に
向
け
た
見
積
り
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
増

え
て
い
る
ほ
か
、
受
注
件
数
も
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
ま
で
回
復
し
て
き
て
い
る
。

【
窯
業
・
土
石
製
品
】

　
２
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
月
比
で
約

18
％
増
加
、
前
年
同
月
比
で
約
17
％
減
少
と

な
っ
た
。
依
然
と
し
て
東
部
地
区
で
受
注
量

令和6年4月1日
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とっとりインターンシップ
登録企業募集！

令和6年度将来の
産業人材を
地域みんなで
育てよう！

とっとりインターンシップとは

「プログラム登録から運用までWEB上で一括管理」
①まずはアカウントを新規登録
②企業プロフィールを入力
③実習プログラムを入力して登録申請
④ホームページ上で公開され学生募集開始
まずはとっとりインターンシップのホームページをご確認ください
www.tottori-internship.net/company

ねんりんピックはばたけ鳥取2024実行委員会
（鳥取県地域社会振興部ねんりんピックはばたけ鳥取2024実施本部事務局内）
〒６８０‐８５７０　鳥取県鳥取市東町１丁目２７１　大会HP：https://nenrin-tottori2024.jp/
電話：０８５７－２６－７９０８　ファクシミリ：０８５７－２６－８７４１

大会ボランティア募集中！
大会ＰＲやおもてなし企画提案、選手の歓迎等を行うボランティアを募集しています！

大会ＰＲキャラクター

令和6年5月31日(金)まで募集期間
県内に在住、在勤又は在学している者募集要件
応募フォームに入力いただくか、応募用紙に必要事項を記入の上、以下の応募先までメール、
持参、郵送、ＦＡＸによりご応募ください。

応募方法

ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４ボランティアセンター
〒689-0201 鳥取市伏野1729-5　鳥取県立福祉人材センター内
電話：0857-59-6338　FAX：0857-59-6340　電子メール：nenrinvc@tottori-wel.or.jｐ

応 募 先

企業のみなさまへ

お
問
合
せ
先

団体・グループでの応募も
お待ちしてます！

鳥取県内の産・官・学が主催するインターン
シップ・仕事研究の取組で、窓口一本化によ
る効果的な活動を通して学生の地元定着に
繋げていくことを目的としています。
※窓口は中央会が担当

インターンシップ受入のメリット
●学生の参加で、企業の仕事や製品に興味を持ち、将来の人材と顧客の確保に
つながります。
●従業員が人材育成を経験することで、従業金の指導力向上と職場の活性化に
つながります。
●企業の社会貢献に学生も参加することにより、地域社会での認知度や信頼感
が高まります。
●地域で活躍する企業として将来的な人材育成に貢献できます。

●学生とのやり取りをしっかりやってもらっているので助かってます。
●プログラムの登録やエントリー状況の確認などの操作が分かりや
すく、使いやすい。
●事前にエントリーシートを提出してもらうことで、どんな学生か分
かったので良かったです。
●鳥取で働くことを希望する学生と接点が持てる良い機会となって
います。

令和6年4月1日

業務負担が少ない１日で企
業概要を理解してもらう

ワンデー仕事研究（1日）
種別

現場やロールプレイングで
仕事を体験してもらう

短期型（2日以上）
自社や業界を深く知っても
らい、学生視点の取り込み
で社内の活性化にも役立つ

有償型（10日以上）
複数の企業体験や暮らす体
験など、様々なプログラム
を複合的に体験してもらう

パッケージ型（5日程度）
一定の基準を満たせば取
得した学生情報を広報や
採用活動に使用可能
（詳しくは問い合わせください）

タイプ3型（5日以上）
どのプログラムでも目的に応じたリモート型の実施や対面型と組み合わせたハイブリッド型も可能です。

受入企業
ホームページ公開

4～5月 10～11月
合同企業説明会などの
イベント（予定）

6月 12月

実施の流れ（春・夏休みの場合）

登録方法はとっても簡単！

※■は夏に実施するインターンシップの日程、■は翌年春に実施する日程です。

選考、マッチング
受入学生決定

6～8月 12～2月
実習日程・プログラム調整
実施計画書提出

7～8月 1～2月
実習受け入れ
実習日誌確認
学生へのフィードバック

7～9月 2～3月

企業の声

登録料手数料は一切不
要

初めての企業にも充実
サポート
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通常総会のお知らせ

6月19日（水）
１５：００～　令和６年度通常総会
１６：００～　新理事会
１６：３０～　通常総会祝賀会

鳥取市
「ホテルニューオータニ鳥取」

と　き

ところ

中
央
会
人
事
異
動

1
．昇
格
・
人
事
異
動

▽
企
画
振
興
部
長

　

 

森　

本　

陽
一
郎　

 

（
米
子
支
所
長
）

▽
米
子
支
所
長

　

 

西　

尾　

浩
一
郎　

 

（
企
画
振
興
部
次
長
）

▽
組
織
支
援
部
組
織
・
労
働
課
主
事

　

 

斧　

村　

優　

希　

 

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）

2
．職
員
採
用

▽
総
務
部
総
務
課
雇　

　

 
田　

中　

洋　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
３
月
は
２
月
よ
り
も
暖
か
く
な
る
か

な
と
思
っ
て
い
る
と
、こ
の
時
期
と
し
て

は
異
例
の
雪
が
降
っ
た
日
が
複
数
回
あ

り
、な
か
な
か
気
候
が
安
定
し
ま
せ
ん
で

し
た
。春
は
花
見
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、桜
が
満
開
に
な
る
の
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

　
４
月
に
入
り
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。入
学
や
入
社
、異
動
な
ど
環
境
の
変

化
が
多
い
時
期
で
す
。慣
れ
な
い
環
境
で

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
く
な
る
た
め
、

自
分
の
趣
味
に
没
頭
す
る
こ
と
や
、家
で

ゆ
っ
く
り
す
る
な
ど
上
手
く
息
抜
き
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。私
も
こ
の
機
会
に

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
ナ
ゴ
シ
）

編
集
後
記

　

江
戸
時
代
に
干
拓
さ
れ
た
典
型
的

な
日
本
の
田
園
風
景
の
広
が
る
大
谷

平
野
を
背
に
静
か
に
佇
む
無
人
駅
、

Ｊ
Ｒ
大
岩
駅
。

　

線
路
脇
の
県
道
に
沿
う
よ
う
に
約

１
ｋｍ
、１
０
０
本
近
い
桜
の
木
が
植

わ
っ
て
い
ま
す
。春
、開
花
の
時
期
に

な
る
と
、
牧
歌
的
な
景
色
の
中
、
咲

き
誇
る
桜
が
壮
麗
に
立
ち
並
ぶ
様
は

ハ
ッ
と
目
を
奪
わ
れ
る
美
し
さ
。
山

陰
本
線
の
列
車
と
満
開
の
桜
を
フ
レ

ー
ム
に
収
め
よ
う
と
、
鉄
道
写
真
好

き
に
大
変
人
気
の
高
い
ビ
ュ
ー
ス
ポ

ッ
ト
で
す
。

「
大
岩
駅
の
桜
並
木
」  〈
岩
美
町
〉

今
月
の
表
紙

2日（火） 9日（火） 16日（火） 23日（火） 30日（火）
4月の倉吉出張所相談日のお知らせ

（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

 9 火 中部青年中央会オープン例会 １９：００
 倉吉未来中心

 15 月

中央会共済制度推進会議 １７：００ 対翠閣

西部青年中央会４月例会 19：00
 米子市文化センター

 21 日 東部青年中央会
第20回湖山池フェスティバル 10：00

中央会・組合の 行事予定
日 曜日 行事内容 ・ 時間 ・ 場所

月4

※組合等の行事を情報交換の場として組合活性化情報「中小企業とっとり」に掲載
しておりますので、組合での行事等がございましたら本会までご連絡下さい。

※1月20日時点で把握している情報を掲載しています。

　この度、４月１日付で米子支所長
として着任いたしました。
西部地区の会員組合の皆様のサポ
ートを精一杯務めさせていただき
ます。
　お気軽にご相談ください。

米子支所長
西尾  浩一郎

米子支所着任のご挨拶

　３月１日より、臨時職員として勤務させてい
ただくことになりました田中と申します。与え
られた仕事に対して、責任感を持って取り組
んで参る所存です。皆様にはご迷惑をおかけ
することもあると思いますが、ご指導いただ
きますようよろしくお願いいたします。

総務部　田中  洋子

新 入 職 員 紹 介

令和6年4月1日
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発
行
人
　
鳥
取
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
〒
680‐

0845 鳥
取
市
富
安
１
丁
目９６

　
　
　
　
T
EL（
０８５７

）２６‐６６７１（
代
）・
FA
X（
０８５７

）２７‐１９２２

倉
吉
出
張
所
 〒
682‐

0887 倉
吉
市
明
治
町（
倉
吉
商
工
会
議
所
内
）

 
T
EL・
FA
X（
０８５８

）２２‐１７０６
米
子
支
所
 〒
683‐

0823 米
子
市
加
茂
町（
米
子
商
工
会
議
所
５
階
）

 
T
EL （０８５９

）３４‐２１０５・
FA
X（
０８５９

）３４‐６４４１

毎
月
１
回
１
日
発
行
　
日
ノ
丸
印
刷
株
式
会
社
　
印
行

購
読
料
　
1部
　
７０
円
　
T
EL（
０８５７

）２２‐２２４８（
代
）

（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

U
R
L 

https://w
w
w
.chuokai-tottori.or.jp

E
-m
ail honbu@

chuokai-tottori.or.jp
中
小
企
業
と
っ
と
り
　
令
和
6
年
4
月
1
日

鳥取県中小企業団体中央会　　TEL（0857）26-6671お問い
合わせは

特定退職金共済制度1
人材の確保・定着のキメ手、
従業員の退職金制度

パートナーズプラン4

オーナーズプラン3

（業務災害補償保険）

（団体扱生命保険）

（団体扱生命保険）

ビジネスJネクスト5

集団扱 自動車保険・火災保険6

総合賠償責任保険制度7

中央会共済制度で
リスクマネジメントを
万全なものとしませんか。

中央会共済制度で
リスクマネジメントを
万全なものとしませんか。

事業保全資金の確保と
経営者の退職慰労金準備のために

従業員の皆さまのための多様な保障準備に

経営者年金共済制度2
経営者および家族従業員の退職金制度

企業を業務上の災害リスクから守る

事業主および従業員のための自動車保険・火災保険

企業を賠償責任リスクから守る


